
































































































 本研究の成果は、2016 年 6 月に行われた宗教と社会学会と大正大学学内学術大会において発表
した。 
 それらの発表を踏まえ、本研究の成果を「伝統保持と観光化からみる山岳聖地の真正性につい
て―武州御岳山を事例に―」としてまとめ、『大正大学大学院研究論集』第 41 号にて公表した。 
 以下、上記論文の要旨を記し、成果の報告とする。 
 本論文では、宗教的に意義付けがなされている山岳聖地の御岳山をフィールドとして設定し、 
御岳山の御師によって推進された観光事業の取り組みを事例として扱った。 
 御師に対する聞き取り調査、質問紙調査、そして、御岳山観光化事業の事業報告書を主とする
文献調査から、下記のことが明らかになった。 
 御岳山観光事業は、御岳山のイメージを戦略的に用い、御師によってセルフプロデュースされ
ている事業であった。その御師の意識の根底に、「基本的には、このままでは御岳山の御師は絶滅
してしまうという絶望的危機感」があり、将来に対する不安を払拭するため、御岳山の存続をか
けた取り組みとして観光事業が推進されたことが確認された。 
 このことから、山岳信仰の聖地という性格に担保されている御岳山の聖性は、観光化する過程
で希釈化されたように思われたが、観光事業で用いた資源は、御岳山独自の宗教資源である御嶽
神社やその祭神、札である。このような、御岳山の宗教資源を活用した事業が、入山者に受容さ
れていることは、聖性の希釈によって御岳山従来の宗教文化が再編されていると解釈できる。そ
して、その背景には、御師絶滅の危機感があり、御師の間では、「先祖の遺産」である「護符や講
など先祖から受け継いできた宗教的な資源」を守り、後世に伝えていくという意識が共有されて
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いたことを論じた。先祖の遺産としての宗教的な資源を守るために、従来のタブーを一部破るこ
とで入山者を増加させようとした御師は「伝統」と「改革」の狭間でジレンマを抱えつつも、「お
いぬさま」活性化事業において御岳山の象徴である御嶽神社の祭神大口真神を活用していた。そ
して、新規入山者の獲得に成功した。 
 いわば、従来あった宗教資源や観光資源を御師が再発見し、ゲストのニーズを開拓するような
イメージ戦略の材料として活用した取り組みが、御岳山観光事業である。 
 したがって、⑴ホストである御師は、独自の宗教資源を再発見し、その活用方法を自らの手で
模索、再編して、事業を企画運営する、コーディネーターの役割を担ったこと、⑵御師の意識の
根底に、「基本的には、このままでは御岳山の御師は絶滅してしまうという絶望的危機感」があり、
御岳山の存続をかけた取り組みとして観光事業が推進されたこと、⑶御岳山独自の宗教資源−御嶽
神社、祭神、札、宿坊、講−を「先祖の遺産」としてオーセンティックな聖性を見出し、残すべき
ものと観念しつつも、それらの宗教資源を再編して御岳山の観光事業が進められたことが明らか
になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
